
会　議　録 令和８年７月10日作成 令和12年３月末日廃棄

会議名 　京都府亀岡警察署協議会（令和８年度第１回）　

開催日 　令和８年６月15日（月曜日）

時　間 　午後３時28分から午後５時39分までの間（ 131分）

場　所 　京都府亀岡警察署　講堂

 　湯浅会長、木曽副会長、前田委員、ジード・サミュエル委員、藤本（妙）委員、

 　藤本（祥）委員、栗山委員、櫻間委員、飛田委員、中澤委員 

出席者
 　（欠席　内藤委員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      計10人

　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長、 

　交通課長、警備課長、広聴・相談係長　　　　　　　　　　　　　 　　　計10人

諮  問 １　行方不明事案の対応について 

事  項 ２　特殊詐欺被害の現状について

 １　会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      司会　副署長 

 ２　署長挨拶  

 ３　協議                                                      司会　会長 

 　(1) 行方不明事案の対応について～生活安全課長 

 【委員】亀岡警察署が受理している行方不明事案では、行方不明者はすぐに見つか

 っているのか。 

 【警察】件数で言うのは難しいが、総じて警察に早く連絡があった場合は、早期発

 見につながっている。 

会　議
 　　　　先日も消防とのネットワーク会議において、消防署及び消防団から行方不

内　容
 明者の捜索活動への協力を惜しまないという意見をもらっており、そのネッ

 トワークを生かして今後も連携していきたいと考えている。 

 【委員】亀岡市はセーフコミュニティの国際認定都市として、高齢者事業で行方不

 明者が出ない取組をしているので、警察、消防とも連携していきたい。 

 【委員】行方不明者の発見場所に傾向はあるのか。 

 【警察】早い段階で警察に連絡があった場合は、警察力を集中して導入することが

 できるので自宅等行方不明となった場所付近で発見されることが多い。 

 【委員】警察は、「どの様な状態になれば、行方不明者届を出してください。」とい

 う判断になるのか。 

 【警察】警察としては、「いなくなった。」という連絡が入った時点で最大限の捜索



 体制に入っている。届出人には、別途警察署に来てもらい行方不明者届を出

 す手続をしてもらうなど、捜索と受理を同時に進めている。 

 【委員】地元では高齢者であれば民生委員や区長を通じて、すぐに自治会に情報が

 入るので、情報が入り次第、行方不明者の自宅直近から探し始めるようにし

 ている。 

 【委員】亀岡市の行方不明者の発見率はどれくらいなのか。 

 【警察】今年は29件の行方不明者届を受理しているが、28名の行方不明者を発見し

 ている。 

 【委員】全国的に高齢者の行方不明事案が全体の行方不明の３分の１というのは少

 ないと思ったが、ほかに多い行方不明事案があれば教えてほしい。 

 【警察】高齢者の行方不明以外では、自殺するような文言を残していなくなってい

 るもの、児童の行方がわからなくなっているもの、何らかの事故に遭ってい

 る可能性があるものを受理している。 

 　　　　しかし、あくまで統計上であって、実際は、認知症高齢者の行方不明事案

 は、届出を受ける前に発見されることも多く、届出受理前であれば統計に反

 映されない。 

 【委員】行方不明事案について、それぞれに家庭の事情があると思うが、警察はど

 こまで介入することができるのか。 

 【警察】家庭内のことでも事件性があれば、警察としては、事実関係を確認しなけ

会　議 ればならない。 

内　容 【委員】現在亀岡市の小中学校では、生徒の出欠を「テトル」というツールを使っ

 て把握している。実際にツールを使わずに連絡をしないで学校を休む生徒も

 いるが、そのような家庭は、学校としても対応に苦慮しているので、警察や

 民生委員などと協力して対応していきたいと考えている。 

 【委員】認知症高齢者の行方不明事案を防ぐため、先ほど説明があったＧＰＳ機能

 を使った行方不明防止方法は手軽にできるので、私の身近な方や同年代の方

 にできる限り伝えていきたいと思う。             　 

 【警察】認知症が進むと、何回も行方不明になることを繰り返すので、家族がＧＰ

 Ｓを付けさせる場合もある。 

 　(2) 諮問事項説明 

 　　　特殊詐欺被害の現状について～刑事課長 

 【委員】逮捕状が出ている場合は、家や職場に警察官が来ることになるのか。 

 【警察】警察が向かう先は個々別々で、令状は、通常本人に示すことが当然となっ

 ている。 

 【委員】メッセージや電話で示すことはないということか。 

 【警察】通常あり得ないことである。 

 【委員】報道では警察庁でも体制を組み、匿流なども捕まるのが早いと思うが、組

 織的な協力要請をしているのか。 

 【警察】特殊詐欺事犯については、現状、情報共有のうえ、全国警察で取り組むと

 ともに、必要な場合は海外の捜査機関とも連携している。 



 【委員】大学生などが受け子に誘われるのは、ＳＮＳからが多いのか。それとも、

 大学生が行きやすい飲み屋やクラブなどの怪しい場所に行っている大学生を

 受け子に誘うのか。 

 【警察】ＳＮＳであったり、元々のつながりであったり、誘われ方は様々である。 

 【委員】半グレが半グレのＳＮＳを使って、受け子を集めるというイメージだが、

 普通の大学生が巻き込まれているのは、大学生が気軽にＳＮＳから受け子に

 応募しているのか。 

 【警察】ＳＮＳでは「犯罪しませんか。」ではなく「高額なバイトがありますよ。」

 といった誘い文句に、軽い気持ちで応募したら実は受け子であったり、匿流

 の強盗の下見役だったなど、安易なお金もうけに興味を持ってしまうと、そ

 こから抜けられなくなるといったケースである。 

 　　　　よくあるのが、仲間に入ったときに家族などの個人情報を聞かれて全部教

 えてしまい、いざ受け子と知ったので断ろうとしたら「家族のところに行く

 ぞ。」等と脅されて、後に引けなくなるといった状況である。 

 【委員】近所のおばあちゃんのところに詐欺の電話がかかってきたことがあり、警

 察に連絡したと言っていたが、かかってきた電話に警察から連絡をして、何

 らかの対処をすることがあるのか。 

 【警察】電話をかけることもあるが、ケース・バイ・ケースとなる。被害者に協力

 してもらい「だまされたふり作戦」で受け子を捕まえたいが、被害者の身体

会　議 の調子などを確認した上で被害者の要望に沿った形で対応している。 

内　容 【委員】特殊詐欺対策アプリは、いろいろなアプリがある。以前はデジポリスだっ

 たが、今は資料で配っている「詐欺対策by ＮＴＴタウンページ」と「詐欺バ

 スターLite」がいいのか。 

 【警察】現在、この二つの特殊詐欺対策アプリを警察庁が推奨している。 

 【委員】被害に遭わないためインストールしたいと思う。 

 【委員】詐欺の電話がかかってきた場合、ＮＴＴをかたった定型的な詐欺だと分か

 っている場合は、無視して警察に通報しなくてもいいのか。詐欺だと分かっ

 ていても統計を取る意味からも逐一警察に通報したほうがいいのか。 

 【警察】はっきりと詐欺だと分かっている場合は無視でも問題はないが、通報して

 もらえれば、防犯メールを配信したり、先ほど紹介したアプリに詐欺の疑い

 のある番号として登録するなど、防犯のため使うことができるので、通報し

  ていただきたい。

 【委員】京都府警察から、亀岡市内でＮＴＴをかたった詐欺に関する防犯メールが

 届くが、同じような内容の場合は、詐欺だと分かっているので警察に連絡を

 していないが、違った形態の予兆電話は連絡した方がいいのか。 

 【警察】だいたい同じような手口が波のように発生するので、通報してもらえれば

 注意喚起をしていく。 

 【委員】ニュースでは、資産を持っている方が被害に遭っているように見える。捕

 まえた犯人から資産を持っている人を狙っているといった供述はないのか。 

 【警察】匿流が絡む事犯については、なにかしらのリストを手に入れて、犯行に及



 んでいる状況が多いが、必ずしも資産家だけが被害に遭っている訳ではなく、

 対象は多岐にわたっている。 

 【委員】警察では小学校や中学校に対して、非行防止教室、交通安全教室、薬物乱

 用防止教室などを実施してもらっているが、早期に警察と協力して、子供が、

 犯罪に足を踏み入れないようにすることができたらいいと思っている。 

 　(3) その他 

 【委員】４月から自転車の交通違反が導入されたが、 100種類以上の違反がある中

 で絶対に守らなければいけないルールがあれば教えてほしい。 

 【警察】自転車に対して青切符制度が導入されているが、原則、指導警告を実施し

 ている。 

 　　　　右側通行やイヤホンをしているなどの違反を現認すれば、警察官が声を掛

 けているが、警察官の指導警告に従った場合は、口頭指導するにとどまった

 り、指導書を交付している。しかし、事故につながるような悪質危険な違反、

 例えば飲酒運転、ながら運転のほか、信号無視や一時停止であっても指導警

 告に従わない場合は、検挙等の措置を取っている。 

 【委員】私が住んでる地域で消火栓ボックス内にある消火栓の先端が盗られる事案

 が発生している。また、日吉台区にある二箇所の消火栓ボックスからも消火

 栓の先端が盗られていたが、そういう被害は多発しているのか。 

 【警察】被害届や相談を受理している。全国的にも発生している犯罪である。普段

会　議 使うものではないので、いつの被害なのか判然としないため、防犯カメラの

内　容 映像が残っていないことが多く、追跡捜査が行いにくい犯罪ではある。 

 【委員】エアコンの室外機の被害もあるのか。 

 【警察】最近亀岡市内での発生は把握していないが、全国的に高く売れる金属が狙

 われているものである。 

 【委員】亀岡市内の他の町内でも消火栓の先端が盗まれる事案が発生している。狙

 われやすいのは通り沿いに設置されている消火栓ボックスである。 

 　　　　10年ほど前にこういった窃盗が多発したことがあり、消火栓格納箱を開け

 るとゼンマイ式のベルが鳴るといった防犯グッズを設置するよう自治会には

 お願いしている。設置費用の半分を亀岡市が負担しているので、盗難防止措

 置として設置を検討してもらいたい。 

 【委員】先日、家族が交差点で車両と自転車の軽微な接触事故を目撃した。車を運

 転していた女性が、自転車に乗っていた子供に「大丈夫。」と確認すると、子

 供が「大丈夫。」と答えたので、車は立ち去った。これは当て逃げになるのか。 

 【警察】この場合、怪我がなければ、車と自転車による物件事故となり、当て逃げ

 になる。自転車に乗っていた子供も、その場で言いにくかったとしても、家

 に帰ってから親に相談して警察に届けてもらいたい。 

 　　　　事故をすれば、その場からすぐに警察に通報してもらうことが大原則とな

 っている。事故目撃者からの通報でも、警察官は現場に向かうので、事故を

 目撃した場合は通報をしてもらいたい。 

 ４　事務連絡 



 　　令和８年度第２回亀岡警察署協議会は、９月中旬に実施予定である。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１回京都府亀岡警察署協議会の開催状況 

 

 

       

       

       

       

       

       

          

     

          

     

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

       

       

       

       

       

          

     

          

     

          

     

          

     

       　


